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参加お申込み・詳細はWEBで
https://archi.fukuicompu.co.jp/event/detail.php?rec_id=16950

福井コンピュータアーキテクトイベント

TOPページ「A-Styleフォーラム」バナーからアクセス！
オンラインセミナー
A-Styleフォーラム Vol.14

スマホはこちらから

間近に迫る法改正。業務体制の準備は万全ですか？今回は法改正の最新情報や準備の最終
ポイントなど迫りくる法改正を徹底解説する必聴セミナーです。ぜひお気軽にご参加ください。

製
品
情
報

ハウスプラス住宅保証株式会社
西日本営業部長 都出卓男 氏

https://www.houseplus.co.jp/

法改正に備えるための
設計・申請ポイント

株式会社 evoltz一級建築士事務所
設計グループ課長 早川浩平氏

法改正対応！
ARCHITREND ZERO Ver.11のご紹介

https://www.evoltz.com/
といで たくお

新オプション「省エネ仕様基準」発売！最新版を詳しくご紹介します。

ループスアーキテクト一級建築士事務所
代表者 吉本高広氏

https://loops-a.com/

2025年法改正に向けて
お客様に伝えたい

「外皮計算の大切さ」

Ver.11

2024.10.16 New Release

省エネ適合ルートは外皮計算か？仕様基準か？法改
正直後の着工では計画変更が必要なのか？など今回
の法改正で求められる実務に即した設計フローや注意
点などを詳しく解説します。

G2・G3の断熱性能は本当に必要なのか。省エネ性
能に対する設計士としての思いと、施主様に伝えるべ
きその性能の「大切さ」を、事例を交えわかりやすく解
説いたします。

YouTube LIVE配信・無料オンラインセミナー

南海トラフ地震に備える！
現代の住宅にこそ必要な
構造計算とまずやるべき事
日本ではいつどこで起きてもおかしくない大震災。それに
備えるのに必要な耐震。今の計算で大丈夫ですか？
四号特例縮小もあり需要の高まる構造計算。
その中で「今すべき事」をわかりやすく解説します。

Seminar1 Seminar2 Seminar3

13:30-16:00
金10.182024. 

続

参加無料・事前申込制



2024.10.16 NEW RELEASE

●国土交通省の確認申請・審査マニュア
ルに基づき、確認申請のチェック項目を
見直し、ツリー構造で整理

●見た目がシンプルな従来のリスト形式
にも切り替え可能

「確認申請チェック」機能強化

□最新版への移行について □価格改定・オプション追加について
□デモンストレーション希望 □資料・見積依頼 など https://archi.fukuicompu.co.jp

お問合せはWEBでお気軽に！ ARCHITREND ZERO
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最新版リリースに合わせて弊社公式ホームページに【法改正もARCHITREND ZEROがいいネ！】
と題して、2025年度法改正情報やARCHITREND ZEROの便利機能、各種セミナー情報、お
役立ちコンテンツなどを掲載したポータルサイトを開設、法改正対応に取り組まれるお客様に有
益な情報を提供してまいります。

法改正関連ポータルサイト開設！

https://archi.fukuicompu.co.jp/feature/zero/iine.html 
※画像はイメージです。正式なサイト公開は10月16日を予定しています。

ARCHITREND ZERO Version 11 まもなく発売！
2025年4月施行予定の省エネ基準適合義務化や4号特例縮小に対応した大幅なバー
ジョンアップを実施！新オプション「省エネ仕様基準」のリリースに加え、既存機能の強化で
意匠設計からプレゼン、確認申請、実施設計まで設計業務を強力にバックアップします。

●メーカー断熱材情報を3Dカタログ.com
からダウンロード可能

●断熱仕様を選択するだけで瞬時に仕
様表ならびに省エネ仕様基準図（平
面図・立面図）を一括作成

●仕様規定範囲の構造安全性を確認
する計画において各伏図を省略できる
仕様表機能を追加

●CAD画面から数値や文字を直接取り
込み、仕様表に反映可能

新オプション「省エネ仕様基準」 「木造壁量計算」機能強化 「仕様書作成」機能強化
●日本住宅・木材技術センター提供の
設計支援ツールを内包して新基準によ
る耐震設計に対応

●柱の小径計算に対応し、柱の負担面
積の確認や算定図作成も可能

NEW

Ver.11

意匠設計からプレゼン、確認申請や実施設計まで

将来的な法改正も見据えて
設計業務をサポート

カーボン
ニュー
トラル

2025年
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省エネ適合
義務化

2024年
建設業の
働き方改革
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